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ご挨拶 

2026年 3月吉日 

 

本年度の教員研修は、昨年度に実施した「生成 AIの教育的活用方法（初級編）」において、生成

AIの基本的な仕組みや教育現場における基礎的な活用方法について理解を深めたことを踏まえ、 

引き続き名古屋芸術大学岡田 雅樹先生にその内容を発展させる形でご依頼し企画・立案しました。

昨年度は導入段階として「生成 AIを知り、使い始めること」を主眼としたのに対し、本年度は教

育現場への定着と実践を見据え、生成 AIを取り巻く最新動向やアップデート情報を共有するとと

もに、より具体的な教育実践への展開を目的とした研修内容でした。 

 

講義や演習、意見交換や討議を通して、生成 AI活用に関する課題や留意点についても共有さ

れ、多様な立場からの視点を考える機会となりました。グループ発表では基礎理解を前提とした内

容構成により、「活用・応用する段階」へと意識を高めることができました。内容は非常にユニー

クで実践的な活用法であり、教育実践を具体的に検討するためのたくさんの気づきや医療教育にお

ける生成 AIの適切な活用を考えるうえで重要な示唆を与えるものでした。 

 

 また、賛助会員の器械展示には、株式会社エムイーテクニカ、ジョンソン・エンド・ジョンソン

株式会社ビジョンケアカンパニー、株式会社テイエムアイ、東海光学株式会社、株式会社トプコン

メディカルジャパン、株式会社ニデックの 6社からご出展いただき、賛助会員セミナーは「オプテ

ィゴ スティックオンプリズム 新素材の膜プリズム」（株式会社テイエムアイ）、「 視能訓練士

を目指す学生のための コンタクトレンズ基礎知識のご紹介 」（ジョンソン・エンド・ジョンソン

株式会社ビジョンケアカンパニー）「近視管理を初めてみませんか」（株式会社トプコンメディカ

ルジャパン）「市場トレンドアップデート」（株式会社ニデック）の 4社に行っていただきまし

た。 

  1日目の終わりには懇親会を開催し、世代やキャリアを超えて養成校間の教員で親交を深める

場となり、有意義な時間が持てました。今後も研修で得た知識をもとに、医療教育のさらなる発展

に貢献してまいりたいと存じます。 

最後になりましたが、本研修の企画運営にご尽力いただいた講師の岡田先生、関係者の皆様、会

場をお貸しくださいました大阪人間科学大学の関係者の皆様、新井田会長、そして参加者の皆様に

教員研修ワーキンググループ一同、心より感謝申し上げます。 

 

2025年度教員研修ワーキンググループ 

赤石 真紀 （専門学校日本医科学大学校） 

太田 陸    （静岡福祉医療専門学校） 

川上 真吾  (京都医健専門学校) 

鈴木 ほまれ（静岡福祉医療専門学校） 

小川 久実  (東京医薬看護専門学校) 

横田 敏子 （大阪人間科学大学） 
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2025年度 第 18回教員研修プログラム 

 

研修テーマ：「生成 AIの教育的活用アップデート 2025 -教育に活かす最新動向と実践への展開-」 

講 師  ：岡田 雅樹 先生（名古屋芸術大学 教育学部 子ども学科 教授） 

場 所  ：大阪人間科学大学 C号館 

      〒566-0023  大阪府摂津市正雀 1 丁目 3-30  

スケジュール 

 【8/20(水)】                

     12：30～12：50 受付            

    12：50～13：00 開会挨拶、概略説明      

13：00～14：30 講義                   

     14：30～14：45 休憩               

     14：45～15：30 演習                  

         15：30～16：15 レポート作成         

16：15～16：30 休憩            

     16：30～17：30 GW 教育利用の検討       

     18：30～20：30 懇親会 

                 高崎流居酒屋 クリエイティブキッチン 道場 西中島店 

【8/21(木)】 

9：00     開場 

     9：30～10：30 GW 学習内容の検討    

10：30～11：30 発表会  

11：30～11：50 まとめ 

11：50～12：20 機械展示見学 

株式会社 エムイーテクニカ 

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 ビジョンケアカンパニー 

株式会社 テイエムアイ 

東海光学株式会社 

株式会社 トプコンメディカルジャパン 

株式会社 ニデック 

       12：20～13：10 賛助会員セミナー(軽食あり) 

「オプティゴ スティックオンプリズム 新素材の膜プリズム 」（株式会社 テイエムアイ） 

「視能訓練士を目指す学生のための コンタクトレンズ基礎知識のご紹介 」 

（ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 ビジョンケアカンパニー） 

「近視管理を初めてみませんか」              （株式会社 ニデック） 

「市場トレンドアップデート 」       （株式会社 トプコンメディカルジャパン） 

13：10～13：20 アンケート説明・回答 

13：20～13：35 会長講評、閉会・修了証配布 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

岡田先生ご略歴 

 

平成 8年 4月 - 平成 10年 3月 北海道教育大学大学院教育学研究科学校教育専攻   

平成 10年 4月 - 平成 13年 3月 北海道教育大学環境教育情報センター 客員研究員 

平成 12年 4月 - 平成 20年 9月 兵庫教育大学大学院連合学校教育実践学研究科 

（博士課程後期） 

平成 15年 4月 - 平成 17年 3月 香川短期大学経営情報科 講師 

平成 17年 4月 - 平成 27年 3月 湊川短期大学人間生活学科人間健康専攻 教授 

平成 27年 4月 - 令和 6 年 3月 大阪人間科学大学人間科学部子ども教育学科 教授 

令和 6 年 4月 - 現在           名古屋芸術大学教育学部子ども学科 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田 雅樹 先生 

名古屋芸術大学 教育学部 

 子ども学科 教授 
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1班 

大阪医療福祉専門学校 森 優佑  

仙台医健・スポーツ専門学校 遠藤 舞 

京都医健専門学校 川上 真吾 

大阪人間科学大学 中山 奈々美 

2班 

国際医療福祉大学 今中 楓菜 

大阪人間科学大学 桝田 浩三 

福岡国際医療福祉大学 佐々木 信  

東京医薬看護専門学校 小川 久実  

3班 

国際医療福祉大学 漆原 美希  

日本医歯薬専門学校 芝田 理恵 

東北文化学園専門学校 二本柳 淳子  

新潟薬科大学附属医療技術専門学校 入澤 真美  
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4班 

札幌看護医療専門学校 間野 和幸  

神戸総合医療専門学校 山本 雅美  

静岡福祉医療専門学校 太田 陸 

国際医療福祉大学 鈴木 賢治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6班 

国際医療福祉大学 内川 義和  

愛知淑徳大学 田邊 宗子 

東北文化学園大学 石川 奈津美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5班 

国際医療福祉大学 熊谷 嘉人  

名古屋医専 加藤 権治  

愛知淑徳大学 望月 浩志 

専門学校日本医科学大学校 赤石 真紀  
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7班 

大阪人間科学大学 横田 敏子 

川崎医療福祉大学 藤原 篤之 

大阪医療福祉専門学校 齋藤 真之介  

福岡国際医療福祉大学 松藤 佳名子 

8班 

国際医療福祉大学 髙德 由依 

大阪人間科学大学 松岡 恵美子  

静岡福祉医療専門学校 鈴木 ほまれ 

新潟薬科大学附属医療技術専門学校 小野 由希子 

9班 

神戸総合医療専門学校 荒木 渚 

吉田学園医療歯科専門学校 佐藤 幸恵   

大阪人間科学大学 宮本 安住己  
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研修会風景 
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賛助会員協賛企画 機械展示 

□株式会社 エムイーテクニカ                              □株式会社 ニデック 

  

 

 

 

 

 

 

□株式会社 テイエムアイ                                □ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社ビジョンケア・カンパニー 

 

 

 

 

 

 

 

 

□株式会社 トプコンメディカルジャパン                       □東海光学株式会社 
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印象記 

 

 

新潟薬科大学附属医療技術専門学校 視能訓練士科  

小野由希子 

 

前回の初級編で生成 AIの基本的な活用方法を学んだ際にも驚きがありましたが、今回の応用編

では、AIの進化や教育・医療現場での具体的な活用方法について、より実践的に学ぶことができま

した。 

 特に、会議の録音から自動で議事録を作成する機能や、国や自治体での導入促進に加え、医療現

場でも AI問診の導入や電子カルテへの音声自動入力など、支援を受けながら活用が進んでいる現

状を知り、AIが社会に着実に浸透していることを実感しました。 

また、「一問一答の使い方ではなく、試行錯誤の過程を支えるツールとして活用すること」「結果

よりもプロセスを重視すること」といった学びも印象に残りました。 

私は前回の研修以降、日常的に生成 AIを活用しています。授業外で使用するあいさつ文や事務

連絡文の作成、授業資料に添付するイラストの作成、学生対応に迷った際の相談、広報活動に関す

るアイデア出しなど、さまざまな場面で助けられています。文章作成が苦手な私にとって、AIは業

務を効率化し、心理的な負担を軽くしてくれる心強い存在です。（ちなみに、この印象記も AIに

手伝ってもらいました。） 

最近では、学生の中にも AIを活用する姿が見られるようになりました。「チャットくんに聞い

たんだけど、この問題の答えは合ってますか？」と尋ねられることもありますが、視能訓練士の専

門分野では誤りも少なくなく、最終的には人間の目で確認する必要があると改めて感じます。 

AIはあくまで補助的な存在であり、気軽に相談でき、頼れる“上司のような存在”だと思っていま

す。 

今後も生成 AIを正しく理解し活用しながら、業務の効率化と教育の質向上につなげていきたいで

す。 

 このような学びの機会をいただき、岡田雅樹先生ならびに運営の皆様に心より感謝申し上げま

す。 
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愛知淑徳大学 健康医療科学部視覚科学専攻 

望月浩志 

 

プロンプト「全国視能訓練士学校協会教員研修会の印象記を執筆しています。・・」 

応答「今年度の研修会では、生成 AIの最新動向と教育現場での実践的活用について理解を深める

ことができた。多様な分野での活用例や、昨年以降の急速なアップデートに触れ、教育における可

能性の広がりを実感した。一方で、生成 AIの基本的な仕組みや注意点も整理され、使用にあたっ

ての倫理的配慮やリスク管理の重要性を再認識した。学びを授業改善に生かしていきたい。」 

生成 AIを活用する際は１回のやり取りで終わるのではなく、対話によってより良い応答になるよ

う改善していくことが大切であるということを学んだ。 

プロンプト「視能訓練士養成校においては、生成 AIを活用できていないこと、これから積極的

に活用していくべきである、という意見を加えた文章にしてください。」 

応答「今回の研修会では、生成 AIの最新動向と教育活用の可能性を学び、多様な分野での実践例

に触れた。視能訓練士養成校では、まだ十分に生成 AIを活用できていない現状があり、今後は積

極的な導入が求められると感じた。生成 AIの仕組みや注意点を理解しつつ、教育効果を高めるた

めの工夫を進めたいと考える。」 

生成 AIを活用する際は情報漏洩や著作権について配慮が必要であり、必ずファクトチェックを

行う必要があることを学んだ。また、最終的には、使用する者が一定の知識を持ったうえで、応答

をたたき台として自らがチェックや推敲をおこなうことが大切である。 

 

教員研修会印象記 完成版 

今回の研修会では、昨年に引き続き、生成 AIの最新動向と教育活用の可能性を学んだ。まず、

講義において生成 AIの基礎や教育をはじめとする多様な分野での実践例に触れた。講義いただい

た内容を踏まえ、視能訓練士養成校における生成 AIの活用アイデアに関するグループワークを行

い、授業・国家試験対策・臨地実習など多様な場面での活用案を共有した。視能訓練士養成校で

は、まだ十分に生成 AIを活用できていない現状がある。今後のより良い視能訓練士養成教育のた

めに、生成 AIを積極的に活用し教育の質を高める努力が求める必要があると感じた。生成 AIの仕

組みや注意点を理解しつつ、教育効果を高めるための工夫をおこなっていきたい。 

 また、研修会は、他の養成校の教員と交流を深める大切な機会でもあるように思う。視能訓練士

養成教育の質をより一層高めるためには、各校独自の努力ももちろん必要だが、養成校同士の交流

も大切であると考える。各養成校の教員に、教員研修会への積極的な参加をお勧めしたい。 

 講師を務めていただきました岡田雅樹先生、また今回の研修会を企画・運営いただいたワーキン

ググループの方々に感謝申し上げます。 
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会長総評 

 

 

 

新井田 孝裕 

(国際医療福祉大学) 

 

  

教員の資質向上および教育指導内容の充実を目的として、平成20年度より開始された本教員研修会は、

今回で第 18 回を迎えることができました。コロナ禍においては 3 年間にわたりオンライン開催を余儀な

くされましたが、一昨年より従来の対面形式に戻し、継続して実施しております。皆様の温かいご支援と

ご協力により、今回も全国の養成校から 35 名もの先生方にご参加いただき、盛会のうちに無事終了する

ことができました。 

 本研修会は、例年、学生募集をはじめとする各種学校行事が集中する 8 月下旬の開催となっておりま

す。そのような中にあっても、教員派遣に快くご対応いただきました養成校関係各位に、改めて心より御

礼申し上げます。 

 今回の研修では、名古屋芸術大学教育学部子ども学科教授の岡田雅樹先生に、「生成 AI の教育的活用

アップデート 2025」をテーマとして、昨年に引き続きご講演をお願いしました。前回は、パソコンを用

いた演習に加え、「生成 AI の教育場面での活用」をテーマとしたグループ検討および発表を通して、生

成 AI の活用方法を体系的に学ぶ機会を得ました。 

 今回は、副題である「教育に活かす最新動向と実践への展開」に基づき、ChatGPT5 や Gemini 2.5 に

よる画像生成を含む最新版の活用事例に加え、強力なリサーチアシスタントツールである NotebookLM

についてもご紹介いただきました。NotebookLM は、ユーザーがアップロードした PDF、ウェブページ、

YouTube 動画、音声ファイル等のみを情報源として、情報の分析・要約・質問応答など多様な処理を行

うことができ、学習や研究の効率化に大きく寄与するツールであり、参加者にとって早速活用してみたい

と感じられる内容でした。その後のグループワークでは、昨年同様、「学生が活用する場合」と「教員が

活用する場合」に分けて、生成 AI の教育への活用について検討が行われました。昨年度の研修会に参加

された先生方も多く、意見の集約やスライド作成は円滑に進められていました。発表では、履歴書等の文

章添削にとどまらず、動画を用いた検査説明や手技の確認、模擬患者や実習指導者を想定した対話型ロー

ルプレイ、面接練習への活用など、多様なアイデアが示されました。中には、視能「楽」教材として国家

試験対策用の音楽教材を作成したグループもあり、文章のみならず音声や動画といったコンテンツにお

いても、AI が有効に活用できることを改めて認識する機会となりました。 

私たち教員には、AI の支援を適切に活用することで教育効果を高め、学びの質を一層向上させること

が求められています。その一方で、生成 AI の急速な進歩に伴い、思考力・判断力の低下への懸念をは

じめ、著作権侵害や情報漏洩のリスク、さらには倫理的課題など、教育現場におけるさまざまなデメリ

ットも指摘されています。欧米では一部において AI 規制法の導入が進められていますが、学生に対し 
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てレポート課題等での生成 AI の使用を全面的に制限することは、現実的ではありません。むしろ、グ

ループワークでも示されたように、対話型ロールプレイを活用した実技演習や検査説明、医療・模擬面

接等の練習、ポートフォリオによる評価などにおいては、生成 AI による悪影響は比較的限定的であ

り、これらの教育手法を積極的に取り入れていくことが有効であると考えられます。したがって、私た

ち教員は従来の評価方法を改めて見直すとともに、生成 AI の使用に関する留意点を学生と事前に共有

し、不適切な利用を未然に防ぐ姿勢が重要です。将来、生成 AI がどこまで進化し、どのような教育環

境が形成されていくのかを正確に見通すことは容易ではありませんが、その動向を継続的に注視し、柔

軟に対応していく必要性を強く認識しました。 

 今回の研修会は、一昨年が東京、昨年が名古屋での開催であったことから、大阪での開催といたしまし

た。研修会会場を快くご提供いただいた大阪人間科学大学の宮本安住己先生ならびに学校関係者各位に、

この場をお借りして厚く御礼申し上げます。恒例となっています研修会初日の懇親会は、西中島駅近くの

「高崎流居酒屋 クリエイティブキッチン道場 西中島店」にて開催され、昨年に引き続き岡田先生にもご

参加いただき、参加者同士の親睦を深める有意義な時間となりました。アットホームな雰囲気の中で、参

加養成校の紹介や活発な情報交換が行われました。 

 さて、賛助会員の企業の皆様には、日頃より多大なるご支援を賜り、この場をお借りして厚く御礼申し

上げます。今回は、申し込み順に、株式会社テイエムアイ、J&J 株式会社ビジョンカンパニー、株式会社

ニデック、東海光学株式会社、株式会社エムイーテクニカ、株式会社トプコンメディカルジャパンの 6 社

にご出展いただきました。さらに、株式会社テイエムアイ、J&J 株式会社ビジョンカンパニー、株式会社

ニデック、株式会社トプコンメディカルジャパンの 4 社には、ランチョンセミナーも開催していただき

ました。展示およびセミナーを通じて有益な最新情報をご提供いただき、参加者一同、大いに知識を深め

ることができました。ご多忙の中、ご出展いただいた各社の担当者ならびに関係各位に、心より深謝申し

上げます。今後とも変わらぬご高配を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 最後になりますが、準備期間が限られた中、企画から設営、報告書の取りまとめに至るまでご尽力いた

だいた大阪人間科学大学の横田敏子先生をはじめ、教員研修ワーキンググループの先生方に改めて深く

感謝申し上げます。次年度も、実り多く有意義な教員研修会が開催されることを、今から心待ちにしてお

ります。 
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参加者一覧 

 

養成校施設名 氏名

1 吉田学園医療歯科専門学校 佐藤　幸恵

2 札幌看護医療専門学校 間野　和幸

3 東北文化学園専門学校 二本柳　淳子

4 東北文化学園大学 石川　奈津美

5 仙台医健・スポーツ専門学校 遠藤　舞

6 国際医療福祉大学 新井田　孝裕

7 国際医療福祉大学 内川　義和

8 国際医療福祉大学 鈴木　賢治

9 国際医療福祉大学 漆原　美希

10 国際医療福祉大学 今中　楓菜

11 国際医療福祉大学 髙德　由依

12 国際医療福祉大学 熊谷　嘉人

13 専門学校日本医科学大学校 赤石　真紀

14 日本医歯薬専門学校 芝田　理恵

15 東京医薬看護専門学校 小川　久実

16 新潟薬科大学附属医療技術専門学校 小野　由希子

17 新潟薬科大学附属医療技術専門学校 入澤　真美

18 静岡福祉医療専門学校 鈴木　ほまれ

19 静岡福祉医療専門学校 太田　陸

20 名古屋医専 加藤　権治

21 愛知淑徳大学 田邊　宗子

22 愛知淑徳大学 望月　浩志

23 京都医健専門学校 川上　真吾

24 大阪医療福祉専門学校 齋藤　真之介

25 大阪医療福祉専門学校 森　優佑

26 大阪人間科学大学 宮本　安住己

27 大阪人間科学大学 横田　敏子

28 大阪人間科学大学 中山　奈々美

29 大阪人間科学大学 松岡　恵美子

30 大阪人間科学大学 桝田  浩三

31 神戸総合医療専門学校 山本　雅美

32 神戸総合医療専門学校 荒木　渚

33 川崎医療福祉大学 藤原　篤之

34 福岡国際医療福祉大学 松藤　佳名子

35 福岡国際医療福祉大学 佐々木　信
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全国視能訓練士学校協会 加盟校一覧 

施設名 学科名 所在地 

吉田学園医療歯科専門学校  視能訓練士学科 北海道札幌市 

札幌看護医療専門学校     視能訓練士学科 北海道札幌市 

東北文化学園専門学校    視能訓練士科 宮城県仙台市 

東北文化学園大学  
 

医療福祉学部 リハビリテーション学科 視覚機能学専攻 宮城県仙台市 

仙台医健・スポーツ専門学校 
 

視能訓練科 宮城県仙台市 

国際医療福祉大学 
 

保健医療学部  視機能療法学科 栃木県大田原市 

専門学校日本医科学大学校 
 

視能訓練士科 埼玉県越谷市 

帝京大学 
 

医療技術学部 視能矯正学科 東京都板橋区 

東京医薬看護専門学校 
 

視能訓練士科 東京都江戸川区 

日本医歯薬専門学校 
 

視能訓練士学科 東京都杉並区 

北里大学 

 

医療衛生学部 

リハビリテーション学科 視覚機能療法学専攻 
神奈川県相模原市 

新潟薬科大学附属医療技術専門学校 
 

視能訓練士科 新潟県新潟市 

新潟医療福祉大学  
 

医療技術学部 視機能科学科 新潟県新潟市 

静岡福祉医療専門学校 
 

視能訓練士学科 静岡県静岡市 

平成医療短期大学  
 

リハビリテーション学科 視機能療法専攻 岐阜県岐阜市 

愛知淑徳大学 
 

健康医療科学部 医療貢献学科 視覚科学専攻 愛知県長久手市 

名古屋医専 
 

視能訓練学科 愛知県名古屋市 

京都医健専門学校 
 

視能訓練科 京都府京都市 

大阪人間科学大学 
 

医療福祉学科 視能訓練専攻 大阪府摂津市 

大阪医専 
 

視能訓練学科 大阪府大阪市 

大阪医療福祉専門学校 
 

視能訓練士学科 大阪府大阪市 

神戸総合医療専門学校  
 

視能訓練士科 兵庫県神戸市 

川崎医療福祉大学  
 

リハビリテーション学部 視能療法学科 岡山県倉敷市 

福岡国際医療福祉大学 
 

医療学部 視能訓練学科 福岡県福岡市 

大分平松総合医療専門学校 
 

視能訓練学科 大分県大分市 

西日本教育医療専門学校 
 

視能訓練士学科 熊本県熊本市 
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賛助 員一覧

特別賛助 員

法人名

公益社団法人日本眼科医会

https://www.gankaikai.or.jp/
〒108-0075

東京都港区港南2-16-4

品川グランドセントラルタワー8階

公益社団法人日本視能訓練士協会

https://www.jaco.or.jp/
〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町1丁目8－5

法人 員　※五十音順

会社名

株式会社エ イーテクニカ

https://www.metechnica.co.jp/
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨１－34－４

株式会社オフテクス

https://ophtecs.co.jp/
〒650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南町5丁目2番4

クーパービジョン・ジャパン株式会社

https://coopervision.jp/
〒106-0032

東京都港区六本木1丁目4番5号

アークヒル サウスタワー12F

株式会社システ ギアビジョン

（旧：株式会社タイ  コーポレーション）

https://www.sgv.co.jp/

〒665-0051 兵庫県宝塚市高司1－6－11

ジャパンフォーカス株式会社

https://www.japanfocus.co.jp/
〒113-0033

東京都文京区本郷4－37－18

IROHA-JFCビル5階

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

ビジョンケア・カンパニー

https://www.jnj.co.jp/

〒101-0065 東京都千代田区西神田3丁目5番2号

株式会社テイエ アイ

https://www.tmi-st.com/
〒352-0006 埼玉県 座市 座1丁目2番地10号

東海光学株式会社

https://www.tokaiopt.co.jp/
〒444-2192 愛知県岡崎市恵田町下田5－26

株式会社ト コンメディカルジャパン

https://topconhealthcare.co.jp/
〒174-8580 東京都板橋区蓮沼町75－1

株式会社ニデック

https://www.nidek.co.jp/
〒443-0038 愛知県蒲郡市拾石町前浜34－14

日本アルコン株式会社（ビジョンケア事業本部）

https://www.alcon.co.jp/
〒105-6333

東京都港区虎ノ門１－23－１

虎ノ門ヒル 森タワー

HOYA株式会社ビジョンカンパニー

https://www.vc.hoya.co.jp/
〒164-8545

東京都中野区中野４－10－２

中野セントラルパークサウス６F

株式会社メニコン

https://www.menicon.co.jp/company/
〒460-0006 愛知県名古屋市中区葵３丁目21番19号

住　所

住　所
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編集後記 

 

 

例年にない 8 月の激暑の中、研修会にご参加いただきありがとうございました。 

大阪で開催しました今年の研修のテーマは、昨年に続き「生成 AI の活用」で、昨年の内容を踏まえて

今年はさらに応用的な活用方法を取り上げていただきました。参加された先生方から「実践的で参考に

なった」「すぐに試してみたい」といった声が聞かれたら幸いです。もしかしたら、研修後、既に実践

されている先生もおられるかもしれません。この 2 日間は AI の可能性を改めて感じる時間となりまし

た。これからも教育や臨床の現場で、AI をどう活かしていけるのか、一緒に考えていければと思いま

す。次回もまた新しい学びや発見を共有できる場となるよう、日々色々な事に眼を向け耳を立て過ごし

ていきたいと思います。 

今回の研修会が、少しでも皆さんの今後の実務に役立つヒントになれば嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

2025 度教員研修ワーキンググループ 

赤石 真紀 （専門学校日本医科学大学校） 

太田 陸  （静岡福祉医療専門学校） 

小川 久実 （東京医薬看護専門学校） 

川上 真吾 （京都医健専門学校） 

鈴木 ほまれ（静岡福祉医療専門学校） 

横田 敏子 （大阪人間科学大学） 
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